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一　

緒
言

　
『
中
央
公
論
』
の
主
幹
と
し
て
同
誌
を
日
本
有
数
の
総
合
雑
誌
に
育
て

上
げ
た
滝
田
樗
陰（
１
）は

、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
六
月
二
八
日
、
秋
田

県
南
秋
田
郡
手
形
新
町
下
丁
（
現
秋
田
市
手
形
新
栄
町
）
に
、
滝
田
家
の

長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。保
戸
野
小
学
校
を
経
て
、一
八
九
五（
明
治
二
八
）

年
に
秋
田
尋
常
中
学
校
（
現
秋
田
高
校
）
に
入
学
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三

三
）
年
、
同
校（
２
）を
卒
業
し
た
。
そ
の
後
、
第
二
高
等
学
校
を
経
て
、
一
九

〇
三
（
明
治
三
六
）
年
九
月
、
東
京
帝
国
大
学
（
現
東
京
大
学
）
英
文
科

に
進
学
す
る
。

　

大
学
に
入
っ
て
す
ぐ
の
一
九
〇
三
年
一
〇
月
、
樗
陰
は
、
学
資
を
稼
ぐ

た
め
に
『
中
央
公
論
』
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
雑

誌
の
起
源
は
、一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
四
月
六
日
に
結
成
さ
れ
た
「
反

省
会（
３
）
」
の
機
関
誌
『
反
省
会
雑
誌
』（
一
八
八
七
年
八
月
創
刊
、
一
八
九

二
年
五
月
に
『
反
省
雑
誌
』
と
改
題
）
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
有
力
な
後

援
者
で
あ
っ
た
大
谷
光こ
う
ず
い瑞
（
一
八
七
六
年
〜
一
九
四
八
年
）
は
、
日
本
民

族
の
海
外
発
展
と
仏
教
の
世
界
的
広
布
を
主
張
し
て
旧
勢
力
と
対
立
し
た

た
め
、
一
八
九
六
年
一
二
月
、
雑
誌
の
発
行
所
を
京
都
市
か
ら
東
京
市
本

郷
区
（
現
東
京
都
文
京
区
）
駒
込
西
片
町
一
〇
番
地
へ
移
し
た
。

　

発
行
に
際
し
て
は
、
編
集
主
任
と
庶
務
を
桜
井
義
肇
が
、
庶
務
主
任
と

編
集
を
麻
田
駒
之
助
が
担
当
し
た
。
麻
田
は
後
に
初
代
の
中
央
公
論
社
社

長
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
麻
田
家
は
室
町
時
代
か
ら
代
々
本
願
寺
の
寺
侍

を
務
め
る
家
柄
で
、
駒
之
助
は
光
瑞
の
弟
妹
た
ち
の
家
庭
教
師
を
し
て
い

た
関
係
で
仕
事
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

雑
誌
の
傾
向
は
仏
教
雑
誌
か
ら
総
合
雑
誌
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た

が
、
売
れ
行
き
は
よ
く
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
『
反
省
雑

誌
』
と
い
う
雑
誌
名
が
窮
屈
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
一
八

九
九
（
明
治
三
二
）
年
一
月
号
か
ら
『
中
央
公
論
』
と
改
題
さ
れ
る
。
そ

れ
で
も
一
向
に
好
転
し
な
い
状
況
が
続
く
中
、
樗
陰
が
畔
く
ろ
や
な
ぎ柳
都く
に
た
ろ
う

太
郎
の
紹

介
で
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

樗
陰
は
ま
ず
、「
海
外
新
潮
」
欄
を
担
当
し
た
。
こ
れ
は
、『
反
省
雑
誌
』

が
東
京
移
転
後
に
「
外
報
」
欄
を
拡
張
し
た
も
の
で
、
海
外
の
新
聞
・
雑

誌
の
論
説
を
翻
訳
し
て
世
界
の
動
向
を
紹
介
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

持
っ
て
い
た
。
材
料
は
主
に
京
都
に
い
る
光
瑞
が
自
ら
買
っ
た
新
聞
・
雑

誌
に
印
を
付
け
て
送
っ
て
よ
こ
し
て
い
て
、
そ
の
関
係
も
あ
り
『
中
央
公

論
』
と
な
っ
て
も
重
視
さ
れ
て
い
る
欄
で
あ
っ
た
。

　

樗
陰
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
い
た
近
松
（
当
時
徳
田
）
秋
江
（
一
九
〇
四

年
一
月
入
社
）
は
、「
本
誌
入
社
当
時
の
瀧
田
君
」（『
中
央
公
論
』
一
九

編
集
者
の
功
罪
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二
五
年
一
二
月
号
）
に
お
い
て
、
英
文
を
読
み
こ
な
す
語
学
力
に
加
え
政

治
・
外
交
・
社
会
等
に
関
す
る
幅
広
い
常
識
を
備
え
た
「
聡
明
頴
悟
」
の

人
と
讃
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、「
素
樸
な
、

矯
飾
の
な
い
、
卒
直
で
淡
白
で
、
腰
の
低
い
、
厭
味
に
な
ら
ぬ
程
度
に
一

と
と
ほ
り
の
礼
儀
に
富
ん
だ
青
年
」
で
あ
っ
た
た
め
、「
初
対
面
か
ら
、

も
う
、
瀧
田
君
に
、
ま
あ
、
い
は
ば
惚
れ
て
し
ま
つ
た
」
旨
を
回
想
し
て

い
る
。

　

近
松
秋
江
編
集
長
の
許
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
樗
陰
は
、
秋
江
が

退
社
し
た
一
九
〇
四
年
九
月
、
英
文
科
か
ら
政
治
学
科
に
転
じ
、
翌
月
に

は
正
式
に
『
中
央
公
論
』
の
記
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
秋
江
の
後
任
高

山
（
後
に
大
山
と
改
姓
）
覚
威
と
と
も
に
小
説
掲
載
を
提
案
し
、
夏
目
漱

石
に
「
一
夜
」（
一
九
〇
五
年
九
月
号
）、「
薤
露
行
」（
同
年
一
一
月
号
）、

「
二
百
十
日
」（
一
九
〇
六
年
一
〇
月
号
）
を
執
筆
さ
せ
た
こ
と
で
、
社
内

外
で
大
き
な
存
在
感
を
示
し
始
め
る
。彼
が
谷
崎
潤
一
郎
と
見
え
た
の
は
、

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
数
年
後
、
雑
誌
の
発
行
部
数
の
大
幅
増
を
背
景
に
辣
腕

編
集
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
で
あ
っ
た
。

　
　
　

二　

邂
逅

　

谷
崎
潤
一
郎
が
文
学
で
身
を
立
て
る
決
心
を
し
た
の
は
、一
九
〇
八（
明

治
四
一
）
年
、
二
二
歳
に
な
る
年
で
あ
っ
た
。
第
一
高
等
学
校
英
法
科
を

卒
業
し
た
彼
は
、「
学
校
を
怠
け
る
の
に
一
番
都
合
が
い
い
」（「
青
春
物

語
」、『
中
央
公
論
』
一
九
三
二
年
九
月
号
〜
一
九
三
三
年
三
月
号
、
た
だ

し
一
九
三
二
年
一
〇
月
号
以
降
「
若
き
日
の
こ
と
ど
も
」
と
改
題
）
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
東
京
帝
国
大
学
国
文
科
に
進
学
す
る
。

　

谷
崎
が
目
指
し
た
の
は
、最
初
の
小
説
「
刺
青
」（
第
二
次
『
新
思
潮
』、

一
九
一
〇
年
一
一
月
）が
、倒
錯
、女
性
拝
跪
、フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
絶
頂
期
に
あ
っ
た

自
然
主
義
と
は
対
極
に
位
置
す
る
文
学
で
あ
っ
た
。
勢
い
、
強
い
逆
風
の

中
で
の
船
出
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、『
帝

国
文
学
』
に
送
っ
た
戯
曲
「
誕
生
」
は
没
と
な
っ
た
し
、『
早
稲
田
文
学
』

に
投
稿
し
た
小
説
「
一
日
」
も
握
り
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
。
神
経
衰
弱
に

陥
っ
て
、
東
北（
４
）の
新
聞
社
に
勤
め
よ
う
と
し
た
り
も
し
て
い
る
。

  

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
九
月
、
第
二
次
『
新
思
潮
』
を
創
刊
し
て

漸
く
創
作
活
動
を
始
め
た
が
、
と
て
も
原
稿
料
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
状
況

で
は
な
か
っ
た
。
一
九
一
一
年
二
月
に
は
、
友
人
岸
巌
の
郷
里
の
知
人
に

出
資
し
て
も
ら
う
た
め
青
森
県
の
鰺
ヶ
沢
ま
で
出
掛
け
て
行
き
、
そ
の
つ

い
で
に
東
北
地
方
を
旅
し
て
い
る
。

　

こ
の
体
験
を
背
景
に
執
筆
さ
れ
た
の
が
、
青
年
絵
師
の
直
彦
が
恋
愛
感

情
と
性
欲
と
の
間
で
葛
藤
し
な
が
ら
北
国
を
旅
す
る
と
い
う
設
定
の
小
説

「
飈ひ
ょ
う
ふ
う風」（『

三
田
文
学
』
一
九
一
一
年
一
〇
月
号
）
だ
。『
三
田
文
学
』
を

主
宰
し
て
い
た
永
井
荷
風
の
依
頼
で
書
い
た
の
だ
っ
た
が
、
こ
の
作
の
た

め
に
雑
誌
は
発
売
禁
止
と
な
る
。
風
俗
を
壊
乱
す
る
と
の
理
由
か
ら
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、こ
れ
を
読
ん
だ
滝
田
樗
陰
が
興
味
を
持
ち（
５
）、谷

崎
に
『
中

央
公
論
』
へ
の
執
筆
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

樗
陰
が
「
饒
舌
子
」
と
い
う
匿
名
で
書
い
た
「
初
対
面
録
」（『
中
央
公

論
』
一
九
一
一
年
一
一
月
号
）
に
は
二
人
の
出
会
い
の
様
子
が
記
さ
れ
て

い
る
。
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
の
秋
、
神
田
南
神
保
町
一
〇
番
地
の

裏
長
屋
に
住
ん
で
い
た
谷
崎
の
と
こ
ろ
を
訪
れ
た
際
、
玄
関
で
靴
を
穿
い

て
い
た
色
白
の
青
年
を
本
人
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
は
弟
の
精
二
だ
っ
た
。
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精
二
は
、「
赤
ら
顔
の
、
太
っ
た
男
」
が
「
中
央
公
論
記
者
瀧
田
哲
太
郎
」

と
い
う
名
刺
を
出
し
た
の
で
、「
こ
れ
で
兄
も
有
名
に
な
る
か
な
」
と
思
っ

た
と
い
う（
６
）。

　

二
階
で
寝
て
い
た
潤
一
郎
が
漸
く
姿
を
現
し
た
の
は
数
十
分
後
で
あ

る
。「
昨
夜
夜
更
か
し
を
し
た
た
め
失
礼
致
し
ま
し
た
」
と
言
っ
て
差
し

向
か
い
に
坐
っ
た
潤
一
郎
の
印
象
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

先
程
チ
ラ
と
見
た
時
ほ
ど
無
骨
ら
し
く
も
な
い
が
、
体
格
は
な
か

〳
〵
い
ゝ
。
頭
は
五
分
刈
が
延マ
マ

び
て
一
寸
位
に
な
つ
て
居
る
が
、
毛

が
著
し
く
縮
れ
て
居
る
。
そ
し
て
俯
向マ
マ

き
加
減
に
し
て
ま
だ
世
慣
れ

な
い
と
い
ふ
風
に
見
え
る
。（
前
掲
「
初
対
面
録
」）

　

谷
崎
は
、
日
本
の
作
家
で
は
夏
目
漱
石
と
正
宗
白
鳥
、
西
洋
の
作
家
で

は
ア
ン
ド
レ
ー
フ
と
ワ
イ
ル
ド
が
好
き
な
こ
と
、
大
学
を
中
退
し
て
創
作

で
立
つ
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
、
実
は
小
説
よ
り
も
脚
本
を
書
き
た
い
こ
と

な
ど
を
語
っ
た
。
ま
た
、
酒
が
好
き
で
毎
晩
飲
む
こ
と
や
、「
飈
風
」
に

書
い
た
土
地
が
全
て
実
際
に
立
ち
寄
っ
た
先
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た
の

で
、晩
酌
を
欠
か
さ
な
い
秋
田
出
身
の
樗
陰
と
の
話
は
弾
ん
だ
。
樗
陰
は
、

「
想
像
と
違
つ
た
ハ
イ
カ
ラ
で
な
い
人
」「
忌マ
マ

味
の
な
い
人
」
と
い
う
感
想

を
抱
き
つ
つ
、
谷
崎
宅
を
辞
す
。
こ
れ
が
、
以
後
五
〇
年
以
上
続
く
こ
と

に
な
る
谷
崎
と
中
央
公
論
社
の
関
係
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

こ
の
時
依
頼
さ
れ
て
書
い
た
「
秘
密
」
は
、『
中
央
公
論
』
一
九
一
一

年
一
一
月
号
に
発
表
さ
れ
た
。
前
掲
「
初
対
面
録
」
と
同
時
掲
載
で
あ
る

の
は
勿
論
偶
然
で
は
な
く
、
相
乗
効
果
を
狙
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

夜
な
夜
な
女
装
し
て
歓
楽
街
に
出
掛
け
る
主
人
公
の
「
私
」
が
、
か
つ

て
関
係
を
持
っ
た
こ
と
の
あ
る
女
と
再
会
し
、
そ
の
翌
晩
、
目
隠
し
を
さ

れ
て
ど
こ
か
の
屋
敷
に
案
内
さ
れ
る
。「
朦
朧
と
し
た
、
現
実
と
も
幻
覚

と
も
区
別
の
附
か
な
いLove adventure

の
面
白
さ
」
に
、「
私
」
は

毎
晩
の
よ
う
に
女
の
許
に
通
う
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。「
刺
青
」
と
と

も
に
谷
崎
の
初
期
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
る
。

　

発
表
の
一
〇
日
後
に
は
、『
読
売
新
聞
』（
一
九
一
一
年
一
一
月
一
一
日

付
）
の
「
十
一
月
の
雑
誌
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
、「
奇
怪
な
藍
絵
の
南
京

皿
の
持
つ
や
う
な
魅
力
を
持
つ
た
い
ゝ
作
品
だ
。」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
同
紙
一
一
月
二
六
日
付
の
片
上
伸
「
新
作
月
評
（
下
）」
で

は
、「
不
思
議
な
快
感
に
耽
る
あ
ざ
れ
た
人
の
心
持
ち
を
お
も
し
ろ
く
読

ん
だ
。」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、「
軽
く
乾
い
た
唯
の
好
奇
心
ら
し
い
も
の
が

浮
き
上
が
つ
て
来
る
や
う
で
、
そ
れ
に
気
が
さ
し
て
、
私
に
は
ど
う
も
欺

か
れ
た
や
う
な
物
足
り
な
さ
が
残
つ
た
。」
と
結
ば
れ
て
い
る
。

　

毀
誉
褒
貶
は
あ
っ
た
も
の
の
、
金
策
の
た
め
に
走
り
回
っ
て
い
た
半
年

前
を
想
え
ば
大
変
な
変
化
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
お
蔭
様
で
『
秘
密
』
を

載
せ
た
号
は
す
ぐ
に
売
切
れ
ま
し
た
」
と
樗
陰
が
礼
を
言
い
に
き
た
こ
と（
７
）

は
、
若
き
谷
崎
に
と
っ
て
何
よ
り
の
励
み
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

谷
崎
が
世
に
出
た
の
は
、
永
井
荷
風
の
評
論
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
作

品
」（『
三
田
文
学
』
一
九
一
一
年
一
一
月
号
）
に
お
い
て
「
現
代
の
群
作

家
が
誰
一
人
持
っ
て
い
な
い
特
権
と
技
能
と
を
完
全
に
具
備
し
て
い
る
作

家
」
と
激
賞
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
定
説
を
否
定
す
る
つ

も
り
は
な
い
が
、
樗
陰
が
谷
崎
に
原
稿
を
依
頼
し
た
の
が
そ
の
約
一
か
月

前
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
も
、「
秘
密
」
の

原
稿
料
は
文
壇
作
家
並
み
の
一
枚
一
円
だ
っ
た
。
そ
の
四
年
後
、雑
誌『
新

小
説
』（
一
九
一
五
年
一
一
月
号
）
に
書
い
た
「
独
探
」
が
六
〇
銭
で
あ
っ
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た
こ
と
か
ら
も
、
い
か
に
破
格
の
待
遇
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　
「
秘
密
」を
発
表
し
、次
作「
悪
魔
」に
取
り
か
か
っ
て
い
た
一
九
一
二（
明

治
四
五
）
年
の
一
月
四
日
、
谷
崎
は
樗
陰
に
誘
わ
れ
て
芝
の
紅
葉
館
で
催

さ
れ
た
読
売
新
聞
社
主
催
の
新
年
会
に
出
席
し
た
。
紋
付
き
の
羽
織
が
な

か
っ
た
谷
崎
は
「
頗
る
上
等
の
羽
織
袴
縞
御
召
の
二
枚
襲が
さ

ね
等
一
切
」
を

借
り
て
着
て
い
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
見
た
樗
陰
は
、
電
車
の
吊
革
に
ぶ

ら
下
が
り
な
が
ら
「
谷
崎
さ
ん
、
今
日
は
あ
な
た
、
す
つ
か
り
見
違
へ
ま

し
た
ね
」
と
言
っ
た（
８
）。

　

会
場
に
は
、
作
家
、
画
家
、
批
評
家
ら
六
九
人
が
集
ま
っ
た
。
会
の
様

子
を
詳
し
く
報
じ
た
翌
日
の
『
読
売
新
聞
』
の
記
事
「
文
芸
家
新
年
宴
会
」

に
よ
れ
ば
、
横
山
大
観
が
幹
事
に
芳
名
録
を
読
み
上
げ
る
よ
う
提
案
し
、

読
ま
れ
た
人
が
起
立
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
谷
崎
の
番
に
な
る
と
、
幹
事

が
、「
飈
風
」に
よ
り『
三
田
文
学
』が
発
禁
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て「
注

意
人
物
に
は
特
に
拍
手
を
願
ふ
」
と
付
け
加
え
た
の
で
、「
満
場
湧
く
ば

か
り
の
拍
手
喝
采
」
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

谷
崎
は
、
樗
陰
が
こ
の
会
に
自
分
を
連
れ
出
し
た
の
は
、「
当
時
問
題

の
人
物
で
あ
つ
た
私
と
云
ふ
も
の
を
文
壇
に
紹
介
す
る
一
方
、
附
き
合
ひ

の
狭
い
私
を
世
間
へ
出
し
て
や
ら
う
と
云
ふ
好
意
」（
前
掲
「
青
春
物
語
」）

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
量
し
て
い
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
当

た
っ
て
い
る
が
、
編
集
者
と
し
て
の
計
算
が
働
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ

う
。
何
れ
に
し
て
も
、
樗
陰
の
目
論
見
は
成
功
し
た
と
言
え
る
。

　

さ
て
、『
中
央
公
論
』
掲
載
第
二
作
「
悪
魔
」
の
原
稿
料
は
、
前
作
よ

り
さ
ら
に
高
い
一
円
二
〇
銭
で
あ
っ
た
。『
中
央
公
論
』
一
九
一
一
年
一

二
月
号
に
は
、「
新
年
号
予
告
」
と
し
て
、
花
袋
・
白
鳥
・
鷗
外
・
三
重
吉
・

風
葉
・
藤
村
・
荷
風
と
並
ん
で
谷
崎
の
名
が
載
っ
て
い
る
。
新
人
作
家
の

扱
い
と
し
て
、
明
ら
か
に
異
例
だ
。
た
だ
し
、
推
敲
を
重
ね
た
か
ら
と
い

う
理
由
に
よ
り
、
実
際
は
一
九
一
二
年
二
月
号
の
掲
載
と
な
っ
た
。

　
「
悪
魔
」
の
主
人
公
佐
伯
は
、
神
経
を
病
ん
で
い
る
青
年
。
大
学
進
学

の
た
め
に
上
京
し
て
下
宿
し
た
叔
母
宅
に
は
二
四
歳
に
な
る
従
妹
の
照
子

が
い
た
。
佐
伯
は
、「
男
の
頭
を
掻
き
挘
る
や
う
な
所
が
あ
る
ら
し
い
」

彼
女
に
翻
弄
さ
れ
る
。
あ
る
時
、
照
子
は
鼻
を
か
ん
だ
ハ
ン
カ
チ
を
部
屋

に
忘
れ
て
い
っ
た
。
佐
伯
は
、
鼻
風
邪
特
有
の
臭
気
を
発
し
て
い
る
「
く0

ち
や
く
ち
や

0

0

0

0

0

に
な
つ
た
冷
め
た
い
布
」
を
「
ぬ
る
ぬ
る

0

0

0

0

と
擦
つ
て
見
た
り
、

ぴ
し
や
り
と
頬
ぺ
た
へ
叩
き
付
け
た
り
」
し
た
挙
げ
句
、「
犬
の
や
う
に

ぺ
ろ
ぺ
ろ

0

0

0

0

と
舐
め
始
め
」
る
。

…
…
…
此
れ
が
洟
の
味
な
ん
だ
。
何
だ
か
む
つ
と
し
た
生
臭
い
匂
を

舐
め
る
や
う
で
、
淡
い
、
盬
辛
い
味
が
、
舌
の
先
に
残
る
ば
か
り
だ
。

し
か
し
、
不
思
議
に
辛
辣
な
、
怪
し
か
ら
ぬ
程
面
白
い
事
を
、
己
は

見
付
け
出
し
た
も
の
だ
。
人
間
の
歓
楽
世
界
の
裏
面
に
、
こ
ん
な
秘

密
な
、
奇
妙
な
楽
園
が
潜
ん
で
居
る
ん
だ
。
…
…
…
彼
は
口
中
に
溜

る
唾
液
を
、
思
ひ
切
つ
て
滾
々
と
飲
み
下
し
た
。
一
種
掻
き
挘
ら
れ

る
や
う
な
快
感
が
、
煙
草
の
醉
の
如
く
脳
味
噌
に
浸
潤
し
て
、
ハ
ツ

と
気
狂
ひ
の
谷
底
へ
、
突
き
落
さ
れ
る
や
う
な
恐
怖
に
追
ひ
立
て
ら

れ
つ
ゝ
、
夢
中
に
な
つ
て
、
唯
一
生
懸
命
ぺ
ろ
ぺ
ろ
と
舐
め
る
。

　

フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
と
が
融
合
し
た
刺
激
的
な
設
定
と
描

写
に
よ
っ
て
「
悪
魔
」
は
話
題
作
と
な
っ
た
。
作
者
の
谷
崎
に
は
、
唯
美

主
義
、
耽
美
主
義
に
加
え
て
悪
魔
主
義
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
も
貼
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
谷
崎
「
羹
前
書
」（『
東
京
日
日
新
聞
』、
一
九
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一
二
年
七
月
）に「「
悪
魔
」を
書
い
た
ら
、穢
い
と
云
つ
て
攻
撃
さ
れ
た
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
否
定
的
な
評
も
多
か
っ
た
。
こ
の
文
章
中
、

「
ネ
オ
、
ロ
ー
マ
ン
チ
ズ
ム
の
或
る
物
」
と
し
て
の
耽
美
派
で
あ
る
こ
と

は
拒
ま
な
い
が
「
き
れ
い
な

0

0

0

0

小
説
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
、
私
は

「
耽
美
派
」
と
云
ふ
称
呼
を
呪
ひ
た
く
思
ふ
。」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、

「
美
」
の
概
念
規
定
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
点
で
重
要
だ
。
谷
崎
に
と
っ

て
の
「
美
」
と
は
、
女
の
鼻
汁
を
味
わ
う
行
為
の
中
に
も
（
に
こ
そ
）
宿

る
の
で
あ
る
。

　
　
　

三　

展
開

　

谷
崎
は
、
前
掲
「
青
春
物
語
」
の
中
で
、「
悪
魔
」
に
よ
っ
て
「
忽
ち

売
れ
つ
兒
に
な
り
、
順
風
に
帆
を
張
る
勢
ひ
で
進
ん
だ
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、「
青
春
物
語
」
が
自
伝
的
と
は
言
え
小
説
で
あ
る
こ
と
、ま
た
「
悪

魔
」
発
表
の
二
〇
年
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鵜
呑
み
に

は
で
き
ず
、検
証
が
必
要
だ
。
少
な
く
と
も
樗
陰
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、

順
風
満
帆
だ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
谷
崎
の
「
瀧
田
君
の
思
ひ
出
」（『
中

央
公
論
』
一
九
二
五
年
一
二
月
号
）
で
は
、「
そ
の
時
分
僕
が
あ
ま
り
づ

べ
ら
を
し
た
も
の
だ
か
ら
、
ち
よ
つ
と
仲
違
ひ
の
様
」
に
な
り
、
そ
の
後

一
年
ほ
ど
交
流
が
な
か
っ
た
と
回
想
さ
れ
て
い
る
。そ
の
原
因
に
つ
い
て
、

杉
森
久
英
は
、
谷
崎
が
「
悪
魔
」
を
執
筆
後
友
人
の
長
田
幹
彦
と
京
都
へ

行
き
樗
陰
の
原
稿
の
催
促
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
と
し
て
い
る（
９
）。

　

一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
の
谷
崎
は
、
四
月
に
京
阪
地
方
に
遊
び
放

蕩
三
昧
の
生
活
に
耽
っ
て
い
る
。
不
摂
生
が
祟
っ
て
神
経
衰
弱
が
悪
化
、

汽
車
に
乗
る
こ
と
に
強
い
恐
怖
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
七
月
八
日
の

徴
兵
検
査
に
も
脂
肪
過
多
症
で
不
合
格
と
な
る
が
、
こ
れ
は
、
わ
ざ
わ
ざ

炎
天
の
日
を
選
ん
で
知
人
の
軍
医
の
と
こ
ろ
に
行
く
な
ど
、
徴
兵
逃
れ
の

策
を
講
じ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。
他
に
も
、
霊
岸
島
（
現
東
京
都
中
央
区

新
川
一
丁
目
）
に
あ
っ
た
真
鶴
館
に
滞
在
し
初
の
長
編
「
羹
」
を
『
東
京

日
日
新
聞
』
に
連
載
（
七
月
〜
一
一
月
）
す
る
一
方
、
宿
の
女
将
の
お
須

賀
さ
ん
と
深
い
仲
に
な
る
な
ど
慌
た
だ
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
て
、
お
そ

ら
く
樗
陰
の
依
頼
を
受
け
る
余
裕
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

樗
陰
の
方
は
、九
月
に
相
馬
由
也
の
後
任
と
し
て
編
集
主
任
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
前
後
、
編
集
方
針
や
レ
イ
ア
ウ
ト
等
の
変
化
は
全

く
認
め
ら
れ
ず
、
主
任
交
代
以
前
か
ら
樗
陰
が
実
権
を
握
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

秋
も
深
ま
っ
た
頃
、
樗
陰
は
「
長
田
幹
彦
君
か
誰
か
」
を
介
し
て
「
も

う
何
と
も
思
つ
て
ゐ
な
い
か
ら
何
か
書
け
」
と
谷
崎
に
言
っ
て
き
た
。
そ

こ
で
、
谷
崎
は
、「
悪
魔
続
編
」（『
中
央
公
論
』
一
九
一
三
年
一
月
号
）

の
筆
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、「
悪
魔
」
に
引
き
続
き
佐
伯

が
主
人
公
。神
経
衰
弱
が
激
化
し
つ
つ
あ
る
彼
に
と
っ
て
、強
い
刺
激
を
与

え
続
け
る
照
子
は
悪
魔
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
部
屋
へ
や
っ
て
き
て

は
挑
発
的
態
度
を
と
る
彼
女
の
膝
へ
倒
れ
た
佐
伯
は
、次
の
よ
う
に
言
う
。

「
照
ち
や
ん
、
君
は
物
好
き
に
己
を
殺
す
ん
だ
。
己
を
気
狂
ひ
に
さ

せ
る
ん
だ
。
…
…
…
女
と
云
ふ
奴
は
、み
ん
な
か
う
云
ふ
風
に
し
て
、

男
を
片
つ
端
か
ら
腐
ら
せ
る
ん
だ
。」

　

二
人
は
関
係
を
結
ぶ
。
照
子
に
想
い
を
寄
せ
て
い
た
書
生
の
鈴
木
は
、

そ
れ
を
知
り
照
子
母
子
と
佐
伯
を
恨
む
よ
う
に
な
る
。
鈴
木
が
合
口
で
佐

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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伯
の
喉
笛
を
抉
っ
た
と
こ
ろ
で
小
説
は
終
わ
る
。

  
女
性
に
弄
ば
れ
た
二
人
の
男
が
滅
び
に
向
か
う
と
い
う
設
定
は
い
か
に

も
谷
崎
ら
し
い
が
、「
悪
魔
」
の
よ
う
な
過
激
な
描
写
は
な
い
。
そ
の
主

た
る
理
由
と
し
て
は
、一
九
一
二
年
七
月
三
〇
日
の
明
治
天
皇
崩
御
や「
悪

魔
」
の
不
評
に
対
す
る
配
慮
等
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

他
方
、
前
掲
「
瀧
田
君
の
思
ひ
出
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

そ
れ
で
「
悪
魔
」
の
後
編
を
書
い
た
時
に
は
、
築
地
の
下
宿
屋
に
附

き
ツ
き
り
で
、
僕
が
鉛
筆
で
ど
ん
ど
ん
書
く
、
そ
れ
を
傍
か
ら
受
け

取
つ
て
瀧
田
君
が
清
書
す
る
と
云
ふ
熱
心
さ
、
遅
筆
の
僕
も
最
後
は

夕
方
か
ら
夜
ま
で
か
ゝ
つ
て
、一
気
に
二
十
枚
近
く
も
書
い
た
。「
あ

な
た
が
こ
ん
な
勢
で
毎
日
原
稿
を
書
い
た
ら
倉
が
建
ち
ま
す
ね
」
と

瀧
田
君
は
笑
つ
て
ゐ
た
。

　

一
日
に
原
稿
用
紙
数
枚
書
く
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
谷
崎
が「
悪
魔
続
編
」

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
樗
陰
の
強
い
後
押
し
が
あ
っ

た
の
だ
。

　

反
面
、
そ
の
弊
害
も
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
悪
魔
続
編
」
は
三

人
称
小
説
だ
が
、
前
半
は
「
佐
伯
」
を
「
私
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
可

能
な
、
言
わ
ば
偽
装
さ
れ
た
一
人
称
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
半
は
客
観

描
写
が
主
に
な
っ
て
い
る
点
。
具
体
例
を
示
す
な
ら
、冒
頭
の
「
佐
伯
は
、

頭
の
工
合
が
日
に
増
し
悪
く
な
つ
て
行
く
や
う
な
心
地
が
し
た
。」
と
い

う
叙
述
は
佐
伯
の
内
部
を
主
観
的
に
表
現
し
て
い
る
が
、
末
尾
の
「
痩
せ

て
居
る
割
合
に
、
多
量
の
血
液
が
景
気
よ
く
迸
ほ
と
ば
しつ
て
手
足
の
指
が
蜈む
か
で蚣
の

や
う
に
戦お
の
ゝい

て
居
た
。」
と
い
う
叙
述
は
完
全
な
客
観
描
写
で
、「
私
」
へ

の
置
換
は
不
可
能
だ
。
こ
う
し
た
語
り
の
ぶ
れ
が
戦
略
的
な
も
の
な
ら
と

も
か
く
、
こ
の
作
品
の
場
合
は
無
自
覚
的
で
効
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。

　
「
悪
魔
続
編
」
に
は
、
そ
の
他
に
も
、「
悪
魔
」
と
の
連
続
性
の
乏
し
さ

や
安
易
と
も
思
え
る
結
末
と
い
っ
た
瑕
疵
が
あ
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と

し
て
、
下
宿
に
詰
め
隣
に
坐
っ
て
清
書
し
て
い
る
樗
陰
の
存
在
を
数
え
る

こ
と
に
無
理
は
な
い
。
編
集
者
の
情
熱
の
為
せ
る
負
の
作
用
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
れ
以
後
樗
陰
と
谷
崎
の
関
係
は
深
ま
り
、
谷
崎
の
創
作

の
大
部
分
が
『
中
央
公
論
』
に
載
り
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
二

人
の
親
密
さ
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
二
つ
あ
る
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）

年
の
春
、
谷
崎
は
、
本
郷
の
菊
富
士
楼
に
泊
ま
っ
て
『
中
央
公
論
』
に
載

せ
る
戯
曲
を
書
い
て
い
た
。木
綿
問
屋
の
跡
継
ぎ
で
あ
る
伸
太
郎
が
、慕
っ

て
い
る
お
き
ん
が
自
分
を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な

が
ら
そ
の
運
命
を
甘
受
す
る
と
い
う
、
こ
れ
も
ま
た
女
に
よ
っ
て
滅
ぶ
男

の
物
語
だ
っ
た
が
、
題
名
が
決
ま
ら
ず
悩
ん
で
い
た
。
原
稿
を
催
促
に
来

た
樗
陰
に
相
談
す
る
と
、
間
髪
を
入
れ
ず
に
「
恋
を
知
る
頃
」
は
ど
う
か

と
言
い
、
そ
う
決
ま
っ
た
。
谷
崎
は
「
創
作
余
談
」（『
毎
日
新
聞
』、
一

九
五
五
年
二
月
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、「
他
人
に
題
を
附
け
て
貰

つ
た
作
品
が
一
つ
あ
る
。」
と
し
て
右
の
経
緯
を
記
し
て
い
る
が
、
確
か

に
絶
妙
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
。「
恋
を
知
る
頃
」
は
『
中
央
公
論
』
五

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
年
の
谷
崎
は
放
浪
生
活
を
続
け
て
お
り
、
住
所
が
頻
繁
に

変
わ
っ
て
い
る
。
弟
の
谷
崎
精
二
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
谷
崎
の
居
所
を

知
っ
て
い
る
の
は
樗
陰
の
み
で
あ
っ
た
。
早
稲
田
の
卒
業
試
験
を
終
え
た

（
13
）

（
14
）
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精
二
が
神
楽
坂
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
二
階
で
友
人
た
ち
と
祝
杯
を
挙
げ
た
と

こ
ろ
、
隣
席
に
樗
陰
が
い
た
。
精
二
は
酔
っ
た
勢
い
で
話
し
か
け
、
兄
が

早
川
（
現
小
田
原
市
早
川
）
の
旅
館
「
か
め
や
」
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と

を
聞
く
。
文
学
青
年
だ
っ
た
友
人
た
ち
が
葉
書
に
寄
せ
書
き
を
し
て
投
函

す
る
と
、
や
が
て
谷
崎
か
ら
、「
卒
業
お
め
で
た
う
。
僕
の
住
所
は
人
に

教
へ
な
い
で
く
れ
」
と
書
か
れ
た
葉
書
が
精
二
の
許
に
届
い
た
と
い
う
。

　

題
名
を
付
け
て
も
ら
っ
た
唯
一
の
人
物
が
樗
陰
で
あ
り
、
家
族
さ
え
知

ら
な
か
っ
た
居
所
を
教
え
て
い
た
の
も
樗
陰
だ
け
だ
っ
た
。
作
家
と
編
集

者
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
た
信
頼
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

精
二
が
兄
潤
一
郎
の
住
所
を
樗
陰
か
ら
聞
い
た
場
所
に
つ
い
て
、『
明

治
の
日
本
橋
・
潤
一
郎
の
手
紙
』
所
収
の
「
潤
一
郎
の
手
紙
」
で
は
神
楽

坂
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、同
時
収
録
さ
れ
て
い
る「
潤

一
郎
追
憶
記
」
で
は
、
偶
然
乗
り
合
わ
せ
た
電
車
の
中
と
な
っ
て
い
る
。

確
証
は
な
い
が
、
住
所
を
知
っ
て
友
人
た
ち
が
寄
せ
書
き
を
し
た
な
ど
の

具
体
性
か
ら
考
え
れ
ば
、
前
者
の
方
が
信
憑
性
が
高
い
。
二
つ
の
文
章
を

突
き
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
七
月
、
早
稲
田
大
学

高
等
予
科
英
文
科
の
卒
業
試
験
を
終
え
た
精
二
は
、
神
楽
坂
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
樗
陰
か
ら
潤
一
郎
の
居
場
所
を
聞
き
、
翌
日
伊
豆
旅
行
に
行
く
つ
い

で
に
小
田
原
市
早
川
の
「
か
め
や
」
に
い
た
兄
を
訪
ね
た
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
潤
一
郎
は
、
精
二
の
予
想
に
反
し
て
女
性
と
同
棲
し
て
い
る
気

配
も
な
く
、「
颯
爽
と
し
て
、元
気
よ
く
文
壇
の
話
な
ど
」
を
し
た
と
い
う
。

何
れ
に
し
て
も
、樗
陰
だ
け
が
住
所
を
知
っ
て
い
た
点
は
一
致
し
て
い
る
。

　

精
二
は
後
に
学
究
生
活
に
入
り
、
早
稲
田
大
学
の
文
学
部
長
を
務
め
る

（
一
九
四
八
年
〜
一
九
六
〇
年
）
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
当
時
は
作
家
を

目
指
し
て
い
た
。
第
一
作
「
お
び
え
」
が
『
劇
と
詩
』（
一
九
一
一
年
二

月
）
に
載
っ
た
後
、「
鳥
屋
の
子
」（
一
九
一
二
年
）、「
愛
」（
一
九
一
三
年
）

等
の
作
品
を
一
貫
し
て
『
早
稲
田
文
学
』
に
発
表
し
て
い
る
。
自
身
の
体

験
を
踏
ま
え
た「
蒼
き
夜
と
空
」（
一
九
一
五
年
）、「
地
に
頬
つ
け
て
」（
同
）

の
〈
発
電
所
も
の
〉
で
文
壇
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、『
離
合
』（
阿

蘭
陀
書
房
、
一
九
一
七
年
）
に
よ
っ
て
作
家
生
活
に
入
っ
た
。

　

初
め
て
『
中
央
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
、「
暴
風
雨
の
あ
と
」

（
一
九
一
六
年
一
一
月
号
）。
潤
一
郎
の
「
病
蓐
の
幻
想
」
と
一
緒
に
載
っ

て
い
る
。
次
の
「
侮
蔑
」（
一
九
一
七
年
五
月
号
）
は
田
山
花
袋
「
重
荷
」

と
と
も
に
載
り
、そ
の
次
の「
父
と
な
る
前
」（
一
九
一
七
年
一
一
月
号
）は
、

「
有
島
兄
弟
谷
崎
兄
弟
小
説
集
」
と
し
て
、
里
見
弴
「
姉
の
死
・
弟
の
生
」、

有
島
生
馬
「
追
放
者
」、
有
島
武
郎
「
迷
路
」、
潤
一
郎
「
ハ
ツ
サ
ン
・
カ

ン
の
妖
術
」
と
同
時
掲
載
だ
。
こ
う
し
た
状
況
の
背
景
に
樗
陰
の
思
惑
が

働
い
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
。
樗
陰
の
胸
中
に
は
、
学
生
時
代
か
ら
知
っ

て
い
る
精
二
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
や
り
た
い
と
い
う
親
心
と
話
題
性
を

意
識
し
た
編
集
者
魂
と
が
混
在
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
の
「
滝
田
樗
陰
旧
蔵
資
料
」
の
中
に
、
精
二
の

樗
陰
宛
書
簡
が
一
通
あ
る
。
一
九
一
七
年
四
月
八
日
に
書
い
た
も
の
で
、

「
五
月
号
」
に
載
せ
る
短
編
に
つ
い
て
、
二
、
三
〇
枚
の
依
頼
だ
っ
た
が

五
〇
枚
程
に
な
り
そ
う
だ
、
そ
れ
で
も
い
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
内
容
だ
。

「
相
応
の
自
信
の
あ
る
物
を
貴
誌
で
発
表
し
た
い
」「
五
月
号
に
の
せ
て
頂

け
な
く
と
も
構
は
な
い
の
で
す
。」
と
い
っ
た
文
言
が
散
見
さ
れ
、
か
な

り
気
を
遣
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
小
説
は
、
時
期
的
に
見
て
「
侮

蔑
」
に
違
い
な
く
、「
滝
田
樗
陰
宛
諸
氏
書
簡—

大
正
時
代
「
中
央
公
論
」

の
周
辺
」（『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌　

資
料
探
索
７
』、
二
〇
一
二
年
三

月
二
〇
日
）
の
大
木
志
門
氏
に
よ
る
「
解
題
」
に
あ
る
よ
う
に
、
精
二
の

（
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）

（
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）

（
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（
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要
望
が
叶
っ
て
約
五
〇
枚
の
作
品
と
な
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。

　

一
方
、
兄
の
潤
一
郎
は
と
い
う
と
、
放
浪
生
活
を
送
り
な
が
ら
も
、『
中

央
公
論
』
へ
の
発
表
は
、一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
「
捨
て
ら
れ
る
迄
」（
一

月
号
）、
戯
曲
「
春
の
海
辺
」（
四
月
号
）、「
饒
太
郎
」（
九
月
号
）、
一
九

一
五
年
「
お
艶
殺
し
」（
一
月
号
）、「
創
造
」（
四
月
号
）、
戯
曲
「
法
成

寺
物
語
」（
六
月
号
）、「
お
才
と
巳
之
介
」（
九
月
号
）
と
い
う
よ
う
に
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
続
け
て
い
た
。「
お
艶
殺
し
」
と
「
お
才
と
巳
之
介
」
に

つ
い
て
は
、
森
鷗
外
に
は
批
判
さ
れ
た
が
樗
陰
に
は
大
い
に
気
に
入
ら
れ

原
稿
料
の
前
借
り
に
応
じ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　

一
九
一
六
年
四
月
一
七
日
、
潤
一
郎
は
精
二
に
宛
て
て
次
の
よ
う
な
手

紙
を
書
い
て
い
る
。

　

私
は
結
婚
し
て
金
に
追
ひ
か
け
ら
れ
た
為
め
に
、「
お
才
と
巳
之

介
」
と
云
ふ
悪
小
説
を
書
い
た
。
私
は
今
度
ぐ
ら
ゐ
不
快
な
気
持
ち

で
創
作
を
し
た
事
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
作
品
を
非
常
に
誉
め
る
文
学
者
が
い
る
と
し
て
、「
私

は
不
運
に
し
て
腑
が
ひ
な
い
自
分
を
悲
し
み
、
今
の
一
般
の
文
壇
の
浅
薄

な
の
を
悲
し
む
。」
と
続
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、

身
近
に
い
た
精
二
が
「
半
ば
て
れ
隠
し
で
も
あ
ろ
う
。」（
前
掲
「
潤
一
郎

の
手
紙
」）
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
。

　
「
お
才
と
巳
之
介
」
は
、
呉
服
商
の
跡
継
ぎ
の
巳
之
介
と
し
た
た
か
な

お
才
と
の
男
女
関
係
を
軸
に
、
手
代
の
卯
三
郎
が
絡
む
三
角
関
係
や
、
そ

の
卯
三
郎
が
巳
之
介
の
妹
お
露
を
か
ど
わ
か
す
経
緯
な
ど
が
綴
ら
れ
た
小

説
。「
毒
婦
も
の
の
流
れ
を
ひ
い
た
歌
舞
伎
的
江
戸
趣
味
の
作
品
」（『
日

本
近
代
文
学
大
事
典
』）
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
評
価
は
概
し

て
高
く
な
い
。

　

そ
の
一
方
、「
お
艶
殺
し
」
と
併
せ
て
谷
崎
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー

と
し
て
の
才
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
」
作
と
す
る
見
方
（
千
葉
俊
二
「
編

年
体
・
評
伝
谷
崎
潤
一
郎
」、
別
冊
国
文
学
改
装
版
『
谷
崎
潤
一
郎
必
携
』、

学
燈
社
、
二
〇
〇
二
年
四
月
二
〇
日
）
も
あ
る
。
所
謂
「
近
代
小
説
」
と

し
て
ど
う
か
と
い
う
評
価
軸
を
設
定
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
見
解
が
分
か

れ
る
の
だ
が
、
た
と
え
負
の
感
情
を
以
て
原
稿
用
紙
に
向
か
っ
た
に
し
て

も
、
結
果
的
に
谷
崎
の
能
力
を
引
き
出
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、「
お
才
と

巳
之
介
」
執
筆
の
意
味
は
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
も
、「
神
童
」（
一
月
号
）、「
恐
怖
時
代
」（
三

月
号
）
が
『
中
央
公
論
』
に
発
表
さ
れ
、四
月
号
で
は
「
谷
崎
潤
一
郎
論
」

が
特
集
さ
れ
た
。
赤
木
桁
平「
谷
崎
潤
一
郎
氏
に
就
い
て
」、谷
崎
精
二「
谷

崎
潤
一
郎
論
」、本
間
久
雄
「
我
国
唯
一
の
唯
美
主
義
悪
魔
主
義
の
作
者
」、

正
宗
白
鳥
「
谷
崎
君
」、
長
田
幹
彦
「
谷
崎
潤
一
郎
論
」、
上
司
小
剣
「
谷

崎
氏
の
作
品
」、
加
能
作
次
郎
「
天
才
か
、
神
童
か
、
伝
奇
小
説
家
か
」

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
前
後
、『
中
央
公
論
』
で
個
人
特
集

が
組
ま
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
一
七
年
の
石
井—

ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
で
歴

史
に
名
を
残
す
こ
と
に
な
る
時
の
外
務
大
臣
の
石
井
菊
次
郎
（
一
九
一
六

年
二
月
号
）、樗
陰
が
敬
愛
し
て
止
ま
な
か
っ
た
徳
富
蘇
峰
（
同
五
月
号
）、

そ
し
て
民
本
主
義
に
立
脚
す
る
言
論
活
動
を
展
開
し
始
め
て
い
た
東
京
帝

国
大
学
教
授
の
吉
野
作
造
（
同
六
月
号
）
ら
で
、
二
九
歳
の
駆
け
出
し
の

作
家
で
あ
る
谷
崎
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
明
ら
か
に
異
例
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
前
掲
「
滝
田
樗
陰
旧
蔵
資
料
」
に
は
、
樗
陰
宛
谷
崎
書
簡
が
三

通
含
ま
れ
て
い
る
。
一
通
は
年
月
不
明
だ
が
、「
塩
原
へ
引
移
る
」
と
い

（
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）
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う
記
載
か
ら
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
夏
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
塩

原
行
き
の
準
備
で
創
作
が
捗
ら
な
い
た
め
「
始
め
か
ら
書
改
め
や
う
か
と

も
思
つ
て
居
」
る
旨
が
告
げ
ら
れ
、
原
稿
提
出
を
「
モ
ウ
一
二
日
待
つ
て

く
れ
ま
せ
ん
か
。」
と
願
い
出
て
い
る
。

　

一
九
二
〇
年
三
月
一
三
日
付
書
簡
は
、「
鮫
人
」（『
中
央
公
論
』
一
九

二
〇
年
一
月
号
、
三
月
号
、
四
月
号
、
五
月
号
、
八
月
号
、
九
月
号
、
一

〇
月
号
）
の
原
稿
の
訂
正
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。
同
年
九
月
三
日
付
書

簡
に
は
、「
是
非
お
目
に
懸
り
い
ろ
い
ろ
御
相
談
し
て
置
き
た
い
事
が
出

来
た
」
た
め
会
い
た
い
こ
と
、
出
さ
れ
た
条
件
は
保
留
と
す
る
も
「
今
月

十
五
日

9

9

9

ま
で
に
五
十
枚

9

9

9

以
上
と
云
ふ
事
だ
け
」
は
断
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
三
通
目
に
つ
い
て
は
作
品
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

「
鮫
人
」
を
度
々
休
載
し
た
谷
崎
に
対
し
て
「
樗
陰
か
ら
何
ら
か
の
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。」（「
解
題
」、「
滝
田
樗
陰
宛
諸
氏
書
簡—

大
正
時
代
「
中
央
公
論
」
の
周
辺
」）
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
七
月
一
二
日
、
谷
崎
は
樗
陰
に
「
鮫
人
」
の
原
稿
が
遅

れ
る
事
情
を
説
明
す
る
書
簡
を
出
し
て
い
た
。
猶
予
を
与
え
て
も
ら
え
れ

ば
今
後
年
内
は
一
回
も
休
ま
な
い
と
し
た
上
で
、

「
鮫
人
」
は
あ
ま
り
無
理
を
せ
ず
、
何
年
か
ゝ
つ
て
も
立
派
な
も
の

を
書
き
上
げ
た
い
決
心
で
す
か
ら
、
ど
う
か
其
の
積
り
で
御
辛
抱
願

ひ
ま
す
。

と
書
い
て
い
る
。

　

結
局
、
作
品
は
未
完
に
終
わ
り
、
谷
崎
の
約
束
と
決
心
が
果
た
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
樗
陰
が
い
か
に
関
与
し
て
い
た
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
鮫
人
」
の
冒
頭
に
は
岑し
ん
じ
ん参
の
五
言
律
詩
「
送
張
子
尉
南
海
」（
張
子
の

南
海
に
尉
た
る
を
送
る
）が
置
か
れ
、そ
の
四
句
目
に「
邑
里
雑
鮫
人
」（
邑

里
鮫
人
を
雑
う
）
が
あ
る
。
鮫こ
う
じ
ん人
は
、
中
国
に
伝
わ
る
人
魚
に
似
た
想
像

上
の
人
間
。
当
時
、
谷
崎
が
関
心
を
寄
せ
つ
つ
あ
っ
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
文

学
を
意
識
し
た
意
欲
作
だ
っ
た
。

　
『
中
央
公
論
』
一
九
二
〇
年
一
月
号
に
載
っ
た
第
一
回
に
は
「
附
記
」

が
添
え
ら
れ
て
い
て
、「
最
後
ま
で
必
ず
書
き
通
す
決
心
で
あ
る
」
こ
と
、

一
〇
〇
〇
枚
程
の
長
さ
に
な
る
の
で
「
隔
月
ぐ
ら
ゐ
に
纏
め
て
出
す
計
画

で
あ
る
」こ
と
等
が
告
げ
ら
れ
て
い
る
。実
際
に
は
、二
月
号
に
は
書
け
ず
、

三
月
号
か
ら
五
月
号
に
は
連
続
し
て
載
せ
た
も
の
の
、
六
月
号
と
七
月
号

に
は
出
せ
な
か
っ
た
。
八
月
号
の
「
鮫
人
作
者
記
」
で
は
、
休
載
に
つ
い

て
「
編
輯
者
に
対
し
読
者
に
対
し
ま
こ
と
に
お
気
の
毒
だ
つ
た
。」
と
し
、

「
そ
の
お
詫
び
に
今
後
は
休
ま
ず
連
載
す
る
積
り
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い

る
。

　

九
月
号
、
一
〇
月
号
に
は
書
い
た
が
、
一
一
月
号
に
は
、
小
説
で
は
な

く
「「
鮫
人
」
の
続
稿
に
就
い
て
」
と
い
う
文
章
を
載
せ
た
。
ま
た
も
や

休
載
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
今
後
二
度
と
再
び
言
訳
を
す
る
必
要
が

な
い
や
う
に
し
て
置
」
く
た
め
の
釈
明
を
綴
っ
た
も
の
で
、
活
動
写
真
に

時
間
を
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
長
編
を
書
く
余
裕
が
な
く
な
っ
た

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

に
も
拘
ら
ず
、
私
は
従
来
瀧
田
君
の
督
促
に
攻
め
ら
れ
て
、
出
来
る

だ
け
間
に
合
は
せ
る
や
う
に
し
て
居
た
。
同
君
の
話
に
依
る
と
、
あ

の
原
稿
に
対
し
て
は
毎
月
中
央
公
論
社
へ
宛
て
ゝ
読
者
諸
君
か
ら
の
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苦
情
が
少
か
ら
ず
舞
ひ
込
む
の
だ
さ
う
で
あ
る
。
や
れ
「
一
と
月
置

き
で
は
感
興
が
殺
げ
る
か
ら
困
る
」
と
か
、「
毎
月
掲
載
の
分
量
を

も
う
少
し
殖
や
し
て
く
れ
ろ
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
の
投
書
が
来
る
の

で
、
編
輯
者
と
し
て
の
責
任
上
気
が
気
で
な
い
の
だ
と
い
ふ
。

　

続
け
て
「
作
者
は
読
者
に
対
す
る
義
務
の
前
に
、
自
分
自
身
に
対
す
る

義
務
が
あ
る
。」
と
主
張
、
今
後
は
「
読
者
諸
君
の
性
急
な
催
促
に
は
頓

着
せ
ず
に
、
暇
に
任
せ
感
興
に
任
せ
て
、
好
き
な
時
に
少
し
づ
ゝ
書
き
貯

め
て
行
か
う
と
思
つ
て
ゐ
る
」
旨
を
告
げ
て
い
る
。

　
「
鮫
人
」
を
め
ぐ
る
一
連
の
動
き
を
時
系
列
に
従
っ
て
整
理
す
る
。
谷

崎
は
大
作
を
隔
月
で
連
載
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
そ
の
希
望
は
叶
わ
ず

毎
月
の
連
載
と
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
七
月
、
毎
月
出
し
た
い
が
無
理
は

し
た
く
な
い
心
中
を
樗
陰
に
告
げ
、
九
月
に
は
や
は
り
毎
月
は
難
し
い
と

い
う
相
談
を
樗
陰
に
持
ち
か
け
る
も
入
れ
ら
れ
ず
、
一
〇
月
、
つ
い
に
自

分
の
ペ
ー
ス
で
発
表
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
に
至
っ
た
。

　
「「
鮫
人
」
の
続
稿
に
就
い
て
」
は
、読
者
に
向
け
て
書
か
れ
た
文
章
だ
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
「
瀧
田
君
の
督
促
に
攻
め
ら
れ
て
」
と
い
う
言
い
回

し
に
、
樗
陰
に
対
す
る
牽
制
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

考
慮
す
べ
き
は
、
谷
崎
が
樗
陰
と
の
約
束
を
違
え
た
の
は
「
鮫
人
」
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
点
だ
。「
嘆
き
の
門
」（『
中
央
公
論
』
一
九
一
八

年
九
〜
一
一
月
号
）
は
未
完
に
終
わ
っ
た
し
、「
呪
は
れ
た
戯
曲
」（『
中

央
公
論
』
一
九
一
九
年
五
月
号
）
は
四
月
号
掲
載
予
定
だ
っ
た
の
を
一
か

月
延
ば
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
　

四　

結
語

　

谷
崎
は
、
樗
陰
に
よ
っ
て
不
本
意
な
形
で
作
品
を
書
か
さ
れ
た
面
が

あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
大
正
期
の
『
中
央
公
論
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
の
中

に
代
表
作
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
の
原
因
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。反
面
、

樗
陰
の
強
引
な
依
頼
と
督
促
が
な
か
っ
た
ら
文
壇
に
お
け
る
破
格
の
待
遇

を
受
け
ら
れ
た
か
ど
う
か
疑
問
だ
。
ま
た
、『
中
央
公
論
』
の
原
稿
料
や

そ
の
前
借
り
が
当
時
の
谷
崎
の
生
活
を
支
え
て
い
た
事
実
も
無
視
で
き
な

い
。

　

と
も
あ
れ
、「
い
や
だ
と
思
つ
て
も
、
あ
の
赭
ら
顔
の
は
ち
切
れ
さ
う

な
様
子
を
見
る
と
、
ど
う
し
て
も
断
り
切
れ
な
か
つ
た
。」（
前
掲
「
瀧
田

君
の
思
ひ
出
」）
と
い
う
樗
陰
の
存
在
な
し
に
、
谷
崎
は
谷
崎
と
な
り
得

な
か
っ
た
は
ず
だ
。
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
最
終
選
考
に
何
度
も
残
っ
た
日

本
を
代
表
す
る
作
家
の
才
能
を
い
ち
早
く
見
抜
い
た
伯
楽
の
功
績
を
改
め

て
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。

注（
１
）本
名
哲
太
郎
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
二
七
日
没
。「
樗
陰
」
の
号

は
『
荘
子
』
か
ら
取
っ
た
も
の
で
、
同
時
に
尊
敬
し
て
い
た
評
論

家
高
山
樗
牛
に
も
因
む
と
さ
れ
る
。「
樗お
う
ち

」
は
ヌ
ル
デ
（
ウ
ル
シ

科
の
落
葉
小
高
木
）
あ
る
い
は
ゴ
ン
ズ
イ
（
ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
科
の

落
葉
小
高
木
）
で
、人
間
に
と
っ
て
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
木
。

用
な
し
故
に
伐
採
も
さ
れ
ず
悠
然
と
生
き
て
時
に
旅
人
に
木
陰
を

提
供
で
き
も
す
る
。
荘
子
の
説
く
こ
の
「
無
用
の
用
」
に
感
応
し

た
と
こ
ろ
に
、
樗
陰
の
心
意
気
が
垣
間
見
え
よ
う
。
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（
２
）一
八
九
九
年
に
秋
田
県
第
一
中
学
校
と
改
称
。

　
（
３
）日
常
生
活
を
省
み
て
清
く
正
し
い
も
の
に
す
る
た
め
に
西
本
願
寺

に
属
す
る
若
い
僧
侶
た
ち
が
結
成
し
た
修
養
団
体
。

　
（
４
）「
青
春
物
語
」
に
よ
れ
ば
「
山
形
、
青
森
等
」、
弟
谷
崎
精
二
『
潤

一
郎
追
憶
記
』・
君
島
一
郎
『
朶
寮
一
番
室
』
に
よ
れ
ば
秋
田
。

　
（
５
）「
飈
風
」
に
は
、
樗
陰
が
慣
れ
親
し
ん
だ
秋
田
市
の
千
秋
公
園
と

そ
こ
か
ら
の
眺
め
が
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

北
国
の
春
は
今
が
酣
た
け
な
わで
あ
つ
た
。
お
城
跡
の
公
園
の
桜
は
満

開
で
、
錦
の
や
う
に
咲
き
こ
ぼ
れ
た
暖
い
花
の
蔭
に
、
月
の

光
が
ほ
ん
の
り
と
漂
ひ
、
高
台
か
ら
見
下
ろ
す
旧
城
下
の

街
々
は
、
濃
い
霞
の
立
ち
罩こ

め
た
大
空
の
下
に
、
夢
の
如
く

眺
め
ら
れ
た
。
佐
竹
騒
動
や
妲だ
っ

妃き

の
お
百
の
伝
説
と
結
び
付

い
て
、
美
し
い
、
荒
唐
な
、
奇
怪
な
連
想
を
生
む
秋
田
の
街
。

水
底
を
照
ら
す
漁い
さ
り
び火
の
や
う
に
、
春
の
夜
の
お
ぼ
ろ
の
空
気

を
揺
が
せ
て
、
点
々
と
連
な
る
賑
か
な
燈
火
の
数
々
。
長
い

間
氷ひ

室む
ろ

に
鎖
さ
れ
、
飈
風
に
吹
か
れ
て
、
荒す
さ

び
に
荒
ん
だ
直

彦
の
心
は
、
和な
ご

や
か
な
羊
の
毛
皮
の
ぬ
く
ま
り
で
包
ま
れ
た

や
う
に
、
人
間
ら
し
い
一
道
の
暖
か
味
の
萌
え
出
づ
る
の
を

覚
え
た
。

　
（
６
）「
潤
一
郎
追
憶
記
」（『
群
像
』
一
九
六
五
年
一
〇
月
号
）
参
照
。

文
学
青
年
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
学
生
の
精
二
が
樗
陰
来
訪
の
意

味
を
即
座
に
理
解
し
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
編
集
主
幹
と
な
る

前
の
一
九
一
一
年
の
時
点
で
、『
中
央
公
論
』
の
樗
陰
と
い
う
存

在
が
周
知
さ
れ
て
い
た
証
と
な
る
か
ら
だ
。

　
（
７
）谷
崎
潤
一
郎
「
私
と
中
央
公
論
」（『
中
央
公
論
』
一
九
六
二
年
一

〇
月
号
）
参
照
。

　
（
８
）前
掲
「
青
春
物
語
」
参
照
。

　
（
９
）『
滝
田
樗
陰
』（
中
公
新
書
、一
九
六
六
年
一
一
月
二
五
日
）参
照
。

　
（
10
）谷
崎
の
従
兄
江
尻
雄
次
の
妻
。

　
（
11
）前
掲
「
瀧
田
君
の
思
ひ
出
」
参
照
。

　
（
12
）後
「
続
悪
魔
」
と
改
題
。

　
（
13
）菊
富
士
ホ
テ
ル
の
前
身
。

　
（
14
）『
明
治
の
日
本
橋
・
潤
一
郎
の
手
紙
』（
新
樹
社
、
一
九
六
七
年
三

月
二
五
日
）
参
照
。

　
（
15
）田
原
屋
と
思
わ
れ
る
。

　
（
16
）大
学
令
に
よ
る
大
学
と
な
る
の
は
一
九
二
〇
年
。

　
（
17
）前
掲
「
潤
一
郎
追
憶
記
」
参
照
。

　
（
18
）日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』（
講
談
社
、
一

九
七
七
年
一
一
月
一
八
日
）
参
照
。

　
（
19
）樗
陰
の
孫
で
あ
る
諏
訪
間
園
井
さ
ん
が
、二
〇
一
〇
年
七
月
に
寄

贈
し
た
原
資
料
約
三
八
〇
点
。

　
（
20
）注
（
18
）
に
同
じ
。

　

付
記

　

本
稿
は
、『
秋
田
魁
新
報
』
土
曜
文
化
欄
に
連
載
（
二
〇
一
四
年
四
月

五
日
〜
二
〇
一
五
年
七
月
二
五
日
、
全
六
八
回
）
し
た
「
望
嶽
楼
の
夢
／

滝
田
樗
陰
と
近
代
文
学
者
」
の
一
部
に
加
筆
し
、
再
構
成
し
た
も
の
で
あ

る
。

（
秋
田
県
立
大
学
教
授　

平
成
元
年
度
修
了
生
）


